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珠
算
お
か
や
ま 

Ｉ
Ｔ
化
で
は
な
く
Ｄ
Ｘ
化
を
！ 

岡
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県
支
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支
部
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池
上 

修
生 

 

皆
様
に
は
お
健
や
か
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
会
員
皆
様
の

ご
協
力
と
ご
尽
力
に
対
し
ま
し

て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

三
月
二
十
九
日
、
三
十
日
に
全

国
珠
算
研
究
集
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
人
材

育
成
五
期
の
皆
さ
ん
と
博
多
で
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二

日
間
参
加
す
る
た
め
二
十
八
日
か

ら
前
日
入
り
し
て
三
十
一
日
月
曜

日
は
参
加
者
全
員
で
観
光
の
予
定

だ
っ
た
の
で
、
四
泊
五
日
の
長
丁

場
に
な
り
ま
し
た
。
二
日
目
の
三

十
日
の
午
後
に
は
参
加
者
全
員
が

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
各
支
部

の
検
定
試
験
業
務
の
現
状
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
勉

強
会
の
よ
う
な
形
で
有
意
義
な
時

間
が
持
て
ま
し
た
。 

ま
た
、
前
回
お
話
し
し
た
部
分
的

な
Ｉ
Ｔ
化
で
は
な
く
、
全
体
を
シ

ス
テ
ム
化
し
て
い
く
「
全
珠
連
の
Ｄ

Ｘ
化
」
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
痛

感
し
ま
し
た
。 

す
で
に
東
京
都
支
部
そ
し
て
、

本
年
度
三
月
よ
り
神
奈
川
県
支

部
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
込
を
構
築
し
、
稼

働
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
た
だ
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
業
務
で
会
員
や
外
部
会
員
が

検
定
料
を
受
験
者
か
ら
集
め
支
部

へ
申
込
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
し

か
し
、
時
代
は
今
そ
う
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
今
実
働
し
て
い
る

業
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
置
き
換

え
る
Ｉ
Ｔ
化
で
は
な
く
、
受
験
者

や
保
護
者
が
直
接
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
モ
バ

イ
ル(

ス
マ
ホ)

か
ら
検
定
申
込
を

し
て
電
子
決
済
で
受
験
料
の
支
払

い
も
済
ま
せ
る
Ｄ
Ｘ
化
を
し
な
い

と
他
に
立
ち
遅
れ
、
生
き
残
れ
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
岡
山
県
支
部

で
は
会
員
の
皆
様
が
毎
回
頑
張
っ

て
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
検
定

受
験
者
数
が
減
っ
て
お
り
ま
す
。

他
の
県
支
部
で
も
苦
心
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
本
部
主

導
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
で
す
。 

シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
生
徒
が

教
室
に
入
会
し
た
場
合
に
、
先
生

が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
印
刷 

令
和
六
年
度 

 
 
 

支
部
臨
時
総
会
開
催 

令
和
七
年
四
月
六
日(

日) 

十
時
～
十
二
時 

於 

岡
山
県
珠
算
会
館 

○
開
会
の
こ
と
ば 

○
支
部
長
あ
い
さ
つ 

 

令和６年度岡山県キッズそろばん大会 

金
賞
！ 

令和７年２月２４日（祝）10時～12時  岡山県生涯学習センター 

 
 

令
和
七
年
度
～
八
年
度 

支
部
役
員
決
定 

（
敬
称
略
） 

支
部
長 

 
 
 

池
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修
生 

副
支
部
長
兼
総
務
部
長 

金
光 

 
恵 

副
支
部
長
兼
検
定
部
長
兼 

 
 
 
 
 
 

研
修
学
対
副
部
長 

平
上 

 

博 

総
務
副
部
長
兼
研
修
学
対
部
長 

若
林 

秀
実 

総
務
副
部
長(

会
計)

兼 

競
技
副
部
長 

坪
井 

薫
久 

競
技
部
長
兼
広
報
副
部
長 

問
田 

隆
大 

広
報
部
長
兼
検
定
副
部
長 

山
本 

順
子 

監
査
委
員 

 
 

河
相 

睦
美 

〃 
 
 
 
 

嘉
数 

秀
彦 

本
部
役
職 

顧 

問 
 
 
 

平
上 

一
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参 

与 
 
 
 

問
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基
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外
部
支
部
顧
問 
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伊
原
木
隆
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〃 
 
 
 
 

大
森 

雅
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田
口 

裕
士 

支
部
役
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顧 
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平
上 

一
孝 
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問
田 

基
義 

参 

与 
 
 
 

尾
﨑
祈
生
子 

 
 

〃 
 
 
 
 

落
合 

正
治 

 令和７年２月２４日（祝）、岡山県生涯学習センターに於いて、令和６年度

岡山県キッズそろばん大会が開催されました。 

 岡山県下各地より、２年生以下の部６６名・３年生の部６９名、計１３５

名が大会に参加しました。 

 会場内に収まりきらない多くの保護者・ご家族が観覧される中、キッズ選

手と思えない程の素晴らしい集中力で満点賞・金賞を目指して、日ごろの練

習の成果を十分に発揮し、全力で競技に挑みました。 

 この大会を通してキッズ選手がより大きく成長され、県大会、中国五県大

会、全日本大会に出場できるような選手に成長してもらえることを願ってい

ます。 

 最後になりましたが、大会にご協力を頂きましたすべての先生方に感謝申

しあげます。 

今後も引き続き支部競技事業にご理解・ご協力頂きますようよろしくお願い

致します。右は、大会で見事金賞の栄誉に輝いた選手のみなさんです。 

                         競技部長 平上 博 

 

 

★
三
年
生
の
部 

十
四
名 

奥
村 

遥
大
【
満
点
】 

綱
島 

新
太
【
満
点
】 

黒
田 

稀
心
【
満
点
】 

多
賀 

悠
夏 

藤
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千
里 

出
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薫
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德
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倖
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小
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春
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平
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凰
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優
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安
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早
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北
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敦
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小
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朱
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★
二
年
生
以
下
の
部 

 

十
三
名 

矢
延 

宏
隆 

那
須 

礼
奈 

藤
井 

沙
奈 

森
松 

幹
菜 

田
窪 

一
花 

小
林 

礼
依 

木
村 

壮
佑 

二
宮 

志
門 

香
山 

実
穂 

佐
々
木 

結
月 

押
田 

宗
一
郎 

岡
﨑 

稜 

生
駒 

通
都 

○
本
部
顧
問
あ
い
さ
つ 

 
 
 
 
 
 
 

平
上 

一
孝 

正
副
議
長
選
出 

議 

長 
 

松
岡
え
み
子 

副
議
長 

 

井
上
真
佐
美 

定
数
報
告 

 
 
 

出
席
者 

 
 

十
四
名 

 
 
 

委
任
状 
 

五
十
五
名 

正
会
員
数
七
十
二
名
の
過
半 

数
に
達
し
て
い
る
の
で
臨
時
総
会

が
成
立
す
る
こ
と
を
報
告 

 

選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
報
告 

 
 
 
 
 
 
 

平
上 

一
孝 

議 

事 

 

第
一
号
議
案 

 
 

令
和
七
・
八
年
度 

 
 

常
任
委
員
承
認
に
つ
い
て 

 

第
二
号
議
案 

 
 

令
和
七
・
八
年
度 

 
 

監
査
委
員
承
認
に
つ
い
て 

第
三
号
議
案 

 
 

令
和
七
・
八
年
度 

 
 

代
議
員
承
認
に
つ
い
て 

 

第
四
号
議
案 

 
 

令
和
七
・
八
年
度 

 
 

支
部
役
員
承
認
に
つ
い
て 

 

第
五
号
議
案 

 
 

令
和
七
・
八
年
度 

 
 

支
部
顧
問
・
参
与
承
認
に 

 
 

つ
い
て 

 
 

第
一
号
議
案
～ 

 
 
 
 

第
五
号
議
案
［
承
認
］ 

○
閉
会
の
こ
と
ば 

が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
印
刷
さ
れ
た
用

紙
を
渡
し
、
生
徒
（
保
護
者
）が
モ

バ
イ
ル
（
ス
マ
ホ
）で
生
徒
会
員
登

録
を
し
ま
す
。
そ
の
後
、
検
定
試

験
の
時
に
は
先
生
が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

の
印
刷
さ
れ
た
用
紙
に
受
験
級
を

書
き
込
み
渡
す
こ
と
で
、
受
験
者

（
保
護
者
）
が
モ
バ
イ
ル
（
ス
マ
ホ
）

で
検
定
試
験
申
込
と
受
験
料
の
決

裁
を
す
れ
ば
、
試
験
申
込
は
完
了

し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
先
生
は
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
受
験
者
の
確
認

が
で
き
ま
す
。 

検
定
試
験
の
度
に
、
先
生
は
検

定
料
を
集
め
た
り
、
集
計
し
て
振

込
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、

支
部
か
ら
前
渡
金
が
地
区
へ
入
っ

て
く
る
仕
組
み
と
な
り
ま
す
。 

今
ま
で
の
や
り
方
と
は
違
っ
て

検
定
試
験
の
日
に
ち
が
近
づ
く

と
、
先
生
方
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
印

刷
さ
れ
た
用
紙
を
受
験
者
に
渡
す

だ
け
で
、
他
は
何
も
し
な
い
で
検

定
試
験
日
が
迎
え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。 
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第 42８回検定試験   ７月２0日(日) ８月 31日(日) 

第 42９回検定試験   9月２8日(日)10月２6日(日) 

第 430回検定試験  11月 30日(日)12月２1日(日) 

 

そ ろばん ボ ラ ン テ ィ ア 
第 42５回・第 42６回準参段以上検定昇段者 

合 格 お め で と う ！ 

 
第 42５回（珠算）  第 425回（暗算）  

準五段 河内 結香 （吉備） 六 段 井堀 麗禾 （岡山） 

四 段 信木 心華 （岡山） 〃 大山 果歩 （備南） 

準四段 見戸 優斗 （岡山） 準六段 大山 海斗 （備南） 

参 段 藤井 陽梨 （岡山） 〃 宮川 蒼斗 （倉敷） 

〃 寺岡 祐治 （井原） 〃 田中 優菜 （倉敷） 

〃 甲本 結太 （新見） 五 段 赤松 芽依 （美咲） 

準参段 的場 美弥 （邑久） 四 段 泉  翔太 （邑久） 

〃 影山 瑠星 （高梁） 準四段 渡邉 菜奈 （東備） 

〃 松本 百叶 （吉備） 〃 森岡 秀章 （美咲） 

   〃 岩野 沙妃 （美咲） 

   参 段 大月 彩愛 （岡山） 

   〃 福島 祐大 （津山） 

   〃 亀尾 桂虎 （東備） 

   〃 岩﨑 碧凛 （東備） 

   〃 葭原 美織 （東備） 

   準参段 羽﨑琥太郎 （岡山） 

   〃 奥村 遥大 （美咲） 

   〃 森岡 真凪 （美咲） 

   〃 白根 歩夢 （美咲） 

   〃 中原 蒼真 （倉敷） 

 

編
集
後
記 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
教

場
検
索
の
編
集
な
ど
新
し

い
こ
と
を
色
々
し
て
き
た

２
年
で
し
た
。
先
生
方
の

ご
協
力
の
も
と
出
来
た
こ

と
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
次
の
２
年
も

新
し
い
こ
と
を
し
て
い
け

れ
ば
と
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
（Ｙ
・Ｊ
） 

岡山県支部ホームページ内に毎回の段位合格者を掲載し
ております ご参考にしてください 
 
岡山県支部 HPは「全珠連 岡山」で検索してください 

第 42６回（珠算）  

七 段 秦 愛莉 （東備） 

五 段 青砥 正弥 （新見） 

〃 葭原蒼士郎 （東備） 

準五段 大山 果歩 （備南） 

四 段 岡田 結梨 （岡山） 

〃 奥野 裕翔 （吉備） 

準四段 白神 亜依 （岡山） 

準参段 大森 玲愛 （岡山） 

〃 川ノ上 はるか （東備） 

   

   

   

 

第 42６回（暗算）    

六 段 宮川 蒼斗 （倉敷） 参 段 今出 絆 （備南） 

準六段 白神 亜依 （岡山） 〃 的場 美弥 （邑久） 

〃 上原 真緒 （倉敷） 〃 奥村 遥大 （美咲） 

五 段 井上 然生 （備南） 〃 白根 歩夢 （美咲） 

〃 太田 侑李 （吉備） 準参段 星島 梨亜 （邑久） 

準五段 福島 祐大 （津山） 〃 篠永 愉子 （東備） 

〃 岩﨑 碧凛 （東備）    

四 段 白神 誠人 （岡山）    

〃 平田 渓 （倉敷）    

準四段 亀尾 桂虎 （東備）    

 

令和 6年度ボランティア事業終了しました 

今年度も寒い時期、インフルエンザが流行している中、お忙しい先生方

にご協力を賜り、感謝申し上げます。 

希望された小学校は４３校でした。児童数は３年生２,０７２名、４年生 

５０名、合計２,１２２名でした。 

その中３６校の小学校からアンケートが届きましたので、ご報告致しま

す。 

１．授業内容について 

 ① こどもたち（児童）は、どう感じましたか？ 

  ア． 新鮮に映って大変よろこんだ‥‥‥‥‥‥ ９７％ 

  イ. あまり良い感じを持てなかったようだ‥‥ ０％ 

  ウ. どちらともいえない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ３％ 

 ② こどもたち（児童）にわかりやすかったですか？ 

  ア． わかりやすく児童もよく理解したと思う‥ ９２％ 

  イ． あまり良く理解できなかったと思う‥‥‥ ３％ 

  ウ． どちらともいえない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ５％ 

 ③ 連合発行の「たのしいそろばん」は授業に使われますか？ 

  ア． 使う‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ４６％ 

  イ． 使わない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ３％ 

  ウ． 未定、今後検討したい‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ５１％ 

２.そろばんボランティア指導について 

 ① 来年度実施した場合、希望されますか？ 

  ア． 来年も希望する‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９１％ 

  イ． 希望しない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ０％ 

  ウ． 未定、今後よく検討したい‥‥‥‥‥‥‥ ９％ 

 ② 時間数は、何時間がよいと思われますか？ 

  ア． ２時間‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ５９％ 

  イ． ３時間‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ３３％ 

  ウ． ４時間‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８％ 

そろばんになじみのない生徒が多く、今回の出前授業では、新鮮に

映って大変喜んでおりました。今回の授業をきっかけにそろばんに興味

をもち、家でもやってみたいなという生徒もおりました。貴重な経験を

させていただきありがとうございました。などの感想が届いています。 

令 和 ７ 年 度 検 定 試 験 日 

 
令和７年度 岡山県珠算競技大会 

【日時】令和７年７月６日(日) 【場所】岡山県生涯学習センター 

令和７年度 全日本珠算選手権大会 

 【日時】令和７年８月８日(金) 【場所】京都国際会館 

令和７年度 中国五県珠算選手権大会 

 【日時】令和７年８月１８日(月)【場所】広島県健康福祉センター 

☆各 種 大 会 の ご 案 内☆ 

 

傷病お見舞い 

岡山地区 尾﨑 祈生子 
（令和７年３月） 


